


昭和 23年

病期診断のため、精密検査が必要な状態であると判断する。

上記の通り診断します

資料 10
診 断 書

氏名相嶋

診断名 進行胃癌
東京拘置所医務部病院からの診療情報提供書から上記診断が考えられる。

静夫 殿
生

令和02年10月16日

（注）

電話03-

消化器内科. …医師
公印の捺印有無をお確かめ下さい。

帳票番号 診 010



〒100-0004 東京都千代田区大手町一丁目5番1号

FAX
03-6212-
03-6212-

れました。

この点につき、消化管出血に関する日本消化器内視鏡学会のガイドラインでは、消化管出血を疑わせる症状

また、一般的に、医療機関においては、黒色便が認められた場合、すぐに内視鏡検査を行い、必要に応じて

止血処置が施されます。ましてや輸血を必要とするほどの状態であれば、緊急で内視鏡検査を実施する必要
があります。

可能性もあります。

受付番：2020100116565300100000号

+ 資料に
令和2年10月1日

東京拘置所所長殿

被留置者相鵃静夫
上記弁護人

大手町ファーストスクエア イーストタワー19階
和田倉門法律事務所

弁護士河村 尚
電話

申入書

謹啓 令和2年7月7日より貴庁において勾留されている相鶴静夫（昭和23年
拘留者」と言います。）に関し、被拘留者の弁護人として以下のとおり申し入れます。

生。以下「被

被拘留者は、令和2年9月25日、貧血の症状を発症し、貴庁にて医師の診察を受けるとともに、輸血処置
を受けました。その際、医師から、被留置者に黒色が見られることから、消化官出血が疑われると診断さ

として黒色便が挙げられるとともに、「上部消化管出血の疑われる患者に対する緊急内視鏡は24時間以内に
行う（eridence level II，推奨度 B）」こととされています。

にもかかわらず、被留置者につきましては、令和2年9月25日に消化管出血が疑われてから、約1週間か
経過しても、貴庁において採血および検便が行われたのみです。

被留置者は満71歳と高齢で、高血圧症等の既往症をあるため、早急に対応しなければ生命に危険が生じる

+ +
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刑事施設の長は、被収容者が疾病にかかっているとき又はその疑いがあるときは、速やかに「必要な医療上

療を受けさせるよう、本書面により申し入れます。

〒100-0004
東京都千代田区大手町一丁目5番1号大手町ファーストスクエアイーストタワー19階

〒124-0001

東京拘置所

2.10. 1
第 12483216325号書留内容証明郵便物
として差し出したことを証明します。

日本郵便株式会社受付番： 2020100116565300100000号
2. 10. 1）
12-18

の措置」を執る義務を負うとともに、必要に応じ被収容者を刑事施設の外の病院に通院させる権限を有して
います（刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律第62条1項、3項）。

上記の被留置者の病状等からすると、同条が定める「必要な医療上の措置」として、設備の整った外部の医
療機関における専門医の診奈、検査及び治療を実施する必要があることは明ちかです。
つきましては、至急、被留置者を設備の整った外部の医療機関に搬送し、専門医による診察、検査医及び治

護白

和田獪門法律事務所
受取人
東京都葛飾区小菅1－35-1

T
郵便認証司

この郵便物は令和2年10月1日
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弁護士河村尚

所長殿

東
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郵便牣等配達証叨書

愛取人の）
氏 名 東京拘置所所長

わせ番り

に記り部物等は、24101
を達しましためで、これを解明します

様
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出血が疑われると診断されました。
その後、同月30日、10月1日にも輸血処置が行われています。

れました。

この点につき、消化管出血に関する日本消化器内視鏡学会のガイドラインでは、「内視鏡検査

また、その上で、止血が確認されるまで点滴を行いつつ液体も含め絶食する必要があります。

受付番：2020100617590300100000号
1/ 2頁

+
資

令和2年10月6日

料12

東京拘置所所長殿

被留置者相嶋静夫
上記弁護人

大手町ファーストスクエア イーストタワー19階
和田倉門法律事務所

弁護士河村 尚
電話

申入書

謹啓 令和2年7月7日より貴庁において勾留されている相嶋静夫（昭和23年
生。以下「被留置者」と言います。）に関し、被留置者の弁護人として以下のとおり申し入れま
す。

被留置者は、令和2年9月25日、貧血の症状を発症し、貴庁にて医師の診察を受けるととも
に、輸血処置を受けました。その際、医師から、被留置者に黒色が見られることから、消化官

また、10月1日に貴庁にて内視鏡検査が実施された結果、幽門部付近に大きな潰瘍が発見さ

で消化性潰瘍出血を同定した場合、それに引き続いて、内視鏡的止血術を行う（evi-dence level
I，推奨度 A）.」とされています。

上記の点滴・絶食を含む止血処置を行うには、人員及び物的設備の整った外部の医療機関にお

+ +



ける専門医の治療を実施する必要があることは明らかです。

けており、重篤な出血が認められることは明らかであり、至急上記の処置を実施する必要があ
ります。

で輸血を受けてから10日間が経過した10月5日時点でも、貴庁において留置されておりま

等の既往症もあるため、早急に対応しなければ生命に危険が生じる可能性が強く認められま

刑事施設の長は、被収容者が疾病にかかっているとき又はその疑いがあるときは、速やかに

院に通院させる権限を有しています（刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律第62

った外部の医療機関における専門医の治療を実施する必要があることは明らかです。

よる治療を受けさせるよう、本書面により申し入れます。

〒100-0004
東京都千代田区大手町一丁目5番1号大手町ファーストスクエアイーストタワー19階

〒124-0001

東京拘置所

2.10. 6
第 12483320581号書留内容証明郵便物
として差し出したことを証明します。

日本郵便株式会社
受付通番： 2020100617590300100000号

2.10.6
12-18

被留置者は令和2年9月25日、同月30日、10月1日に合計1200ccもの輸血処置を受

にもかかわらず、被留置者につきましては、令和2年9月25日に消化管出血による貧血症状

す。

被留置者は満71歳と高齢で、以前に右大腿部の脂肪肉腫による手術を受け、その他高血圧症

す。

「必要な医療上の措置」を執る義務を負うとともに、必要に応じ被収容者を刑事施設の外の病

条1項、3項）。

上記の被留置者の病状等からすると、同条が定める「必要な医療上の措置」として、設備の整

つきましては、至急、被留置者を人的・物的設備の整った外部の医療機関に搬送し、専門医に

謹白

（付記）
差出人

和田獪門法律事務所
受取人
東京都葛飾区小1-35-1

郵便認証司
この郵便物は令和2年10月6日
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弁護士河村 尚

所長殿

※東
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お問い合 121-83-32058-1

2107

1073702019・SYE
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郵便物等配達証明書

愛取人の氏 東京拘置所所長 様

ねせ番号

1記の動物等は、21017日に
に達しましたりで、これを計明します

11本郵便株式会社 食18



〒100-0004 東京都千代田区大手町一丁目5番1号
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0 3-6212-
03-621

出血が疑われると診断されました。
その後、同月30日、10月1日にも輸血処置が行われています。

れました。
さらに、上記内視鏡検査の際に検体を採取して病理検査を行った結果、当該潰瘍が悪性腫瘍で
あると診断され、10月7日、被留置者に告知されました。

初期治療が悪性腫瘍の生存率において極めて重要であることは明白であり、悪性腫瘍のステ

かどうか等について、至急全身を検査しこれらの点を診断した上で治療を開始する必要があり
ます。

受付番： 2020100809565300100000号

+ 資 料しろ令和2年10月8日

東京拘置所所長殿

被留置者相嶋静夫
上記弁護人

大手町ファーストスクエア イーストタワー19階
和田倉門法律事務所

弁護士河村 尚
電話

2 =

申入書

謹啓 貴庁において勾留されている相嶋静夫（昭和23年
言います。）に関し、被留置者の弁護人として以下のとおり申し入れます。

生。以下「被留置者」と

被留置者は、令和2年9月25日、貧血の症状を発症し、貴庁にて医師の診察を受けるととも
に、輸血処置を受けました。その際、医師から、被留置者に黒色便が見られることから、消化官

また、10月1日に貴庁にて内視鏡検査が実施された結果、幽門部付近に大きな漬瘍が発見さ

ージ、原発性か転移性か（すなわち、胃のみに悪性腫瘍があるのか、それとも別の部位に悪性腫
瘍があってそこから胃に転移したのか）、及び、原発性であるとして他の部位に転移していない

+
1/2頁



体拘束の負担を受けていることから、健常者と比較して体力が極めて低下しているため、なおの
ことです。

刑事施設の長は、被収容者が疾病にかかっているとき又はその疑いがあるときは、速やかに

に通院させる権限を有しています（刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律第62条
1項、3項）。

限を行使して頂き、外部の医療機関における専門医の検査及び治療を実施する必要があること
は明らかです。
つきましては、至急、被留置者について、外部の医療機関において専門医による治療を受けさ

せて頂けますよう、本書面により申し入れをいたします。
人命及び最低限の人権を確保するため、ご対応頂けますよう切にお願い申し上げます。

電話番号 0 3ー で受けました。
被留置者としては、今回の胃の悪性腫瘍につきましても、同病院にて治療することを希望して
おり、また以前の手術と同一の病院で治療を受けることは医療上も適切と存じます。
そのため、外部の医療機関での治療を行うにあたりましては、可能な限り
医院として頂けますよう、併せてお願いを申し上げます。

〒100-0004
東京都千代田区大手町一丁目5番1号大手町ファーストスクエアイーストタワー19階

〒124-0001
東京都葛飾区小1－35-1

東京拘置所

2.10. 8
第 12483366055号書留内容証明郵便物
として差し出したことを証明します。

日本郵便株式会社
受付通番：2020100809565300100000号

2.10.8
8-12

+ 被留置者は満71歳と高齢で、以前に右大腿部の脂肪肉腫による手術を受け、その他高血圧症、
糖尿病等の既往症もある上、令和2年3月11日から現在まで約7ヶ月間もの長期にわたる身

「必要な医療上の措置」を執る義務を負うとともに、必要に応じ被収容者を刑事施設の外の病院

上記の被留置者の病状等からすると、同条が定める「必要な医療上の措置」として、上記の権

なお、被留置者は、以前に右大腿部の脂肪肉腫による手術を、 医院（東
京都

謹白

（付記）
差出人

和田倉門法律事務所
受取人

+
郵便認証司

この郵便物は令和2年10月8日

2／2頁

弁護士河村尚

所長殿

※東
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お問い合 124-83-36605-5号
2410月8

配達しましたので、これを証明します。

2.10.8
18-27日本郵便株式会社

来2.10.8月

郵便牣等配達証明書

食取人の東京拘置所所長線

わせ番号

上記の郵便物等は、 ・日に

香動く

葛飾曲使用

ユ07370（2019・SYE）



電話番号03
の消化器内科にて診察を受けました。

け入れることはできない旨が回答され、また同日精密検査を受けることもできませ

んでした。

さらに当職から、必要となる検査内容及びそれに要する期間を知らせてもらえれ

来院する旨を説明しましたが、同医師から、患者の健康状態によって実施できる検

ることはできない旨の回答があり、また、いずれにせよ勾留執行停止状態の患者を

受け入れることはできない旨の回答がありました。

資 料14

令和2年特（わ）第858号 令和2年3月31日公訴提起

令和2年特（わ）第1327号令和2年6月15日公訴提起

被告人相鴫静 夫

受診に関する報告書

令和2年10月19日

東京地方裁判所刑事部 御中

弁護人河村
インロン！

令和2年10月16日、被告人は勾留執行停止決定を得て、当職も同席の上で

医院（東京都

その際，同病院消化器内科 医師に対し，被告人及び当職から、精密検査

及び今後の治療の実施を求めましたが、同医師から、勾留執行停止状態の患者を受

ば、必要な期間について勾留執行停止決定を受けた上で、事前に同病院に連絡して

査の内容及びそれに要する期間は変動するため、検査内容及び期間を事前に確定す



ことができる医療機関を探していますが、受け入れ可能な医療機関は見つかってお

りません。

その後、被告人の親族及び職において、勾留執行停止状態の患者を受け入れる

以上


